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2020年　マーケットの動き
●世界経済成長予測 ●日本経済成長予測

●2020年度予算案

●世界の状況 　一般会計総額 102兆6580億円 （1.2）

米国  ①通商政策　－中国、欧州、日本、メキシコ、インド 歳 税　収 63兆5130億円 （1.6）

 ②米中戦争　－貿易、覇権 税外収入 6兆5888億円 （4.6）

 ③金融政策　－FRB 緩和 入 新規国債 32兆5562億円 （▲0.3）

 ④議会運営　－大統領弾劾調査 政策経費 75兆5277億円 （4.8）

 ⑤財政赤字の拡大　－1兆ドルへ 歳 社会保障費 35兆8121億円 （5.1）

 ⑥イラン、北朝鮮への対応 地方交付税交付金 15兆8093億円 （1.1）

欧州  ①英国のEU離脱　－ブレクジットへ 出 公共事業 6兆8571億円 （▲0.8）

 ②財政政策　－景気対策への期待感 国債費 23兆3515億円 （▲0.7）

 ③金融政策　－ECB 緩和、銀行対策 ●2019年　主なできごと

 ④各国政情　－スペイン、イタリア等 月度

中国  ①対米貿易交渉 1月 TPP11閣僚級会合

 ②米中覇権戦争　－香港問題、人権法案 2月 日欧EPA発効

 ③景気減速への対応　－金融・財政政策 天皇陛下御在位三十年記念式典

新興国 ①新興国経済の先行き、金融政策（中南米） 3月 北京で全人代開催

 ②地政学リスク－中東、朝鮮半島等 4月 第19回統一地方選挙

 ③原油価格への影響 天皇陛下退位

日本 ・安倍政権 国会運営､桜の会事件､選挙､憲法改正 5月 新天皇陛下即位、新元号へ

・予算（103兆） 歳入（税収64、国債33） 6月 G20財務相・中央銀行総裁会合(福岡)

歳出（一般64､国債24） G20首脳会議開催（大阪）

・経済対策 補正予算26兆円、GDP1.4％ 7月 参議院選挙

・消費税 軽減税率、各種対策､10年固定 8月 G7首脳会議開催（フランス）

・住宅増税対策　 ﾛｰﾝ減税､すまい給付金､住宅ﾎﾟｲﾝﾄ制度 9月 ラグビーワールドカップ開催

・住宅ポイント 新築、RFに対しﾎﾟｲﾝﾄ付与､商品に交換 10月 消費税10％引上げ（軽減税率導入）

・業界 値上げ（TOTO、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）、構造改革 即位礼正殿の儀

・リスク 地震、自然災害（水害、豪雨） 11月 大嘗祭、大饗の儀

●2020年　10大トピックス 12月 中国　中央経済工作会議

　１．東京五輪・パラリンピック ●2020－21年 予測カレンダー

　２．５Ｇサービスの商用化 月度

　３．米国の大統領選挙 1月 日米貿易協定が発効

　４．米中対立の行方 4月 大企業と派遣会社に「同一労働同一賃金」義務化

　５．中東、北朝鮮情勢 電力会社の送配電事業の「法的分離」施行､電力ｼｽﾃﾑ改革を完了

　６．日韓関係は改善するのか 春 ＪＲ山手線の新駅「高輪ゲートウェイ駅」が暫定開業

　７．ブレクジット ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ、ソフトバンクが５Ｇ商用サービスを開始

　８．山手線新駅で新都心が誕生 5月 「キャッシュレス・ポイント還元事業」が終了

　９．レジ袋有料化、プラごみ対策本格化へ 東京メトロ「虎ノ門ヒルズ駅」が開業

１０．銀行、キャッシュレス時代へ 7月 東京オリンピック開幕（海の日、山の日、体育の日を移動）

●社会を変える先端技術 8月 東京パラリンピック開幕

9月 マイナンバーカードによる「マイナポイント」が開始予定

11月 米国大統領選挙

年度 はやぶさ２、小惑星「Ｒｙｕｇｕ」の探査を終え地球に帰還

小学校でプログラミング教育が必修化

大法人等がおこなう法人税等の電子申告が義務化

電力9社による広域需給調整システムが運用開始

ラグビー新プロリーグが発足

次期自民党総裁選挙（９月）

●2020年 世界10大リスク　（ユーラシア・グループ）

①ｱﾒﾘｶを統治するのは誰だ？ ②米中のﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾃﾞｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ(切り離し) ③米中関係 ④多国籍企業は地政学的な溝を埋められない

⑤ﾓﾃﾞｨ化されたｲﾝﾄﾞ ⑥欧州の地政学 ⑦気候変動における政治と経済 ⑧イスラム教シーア派の三日月地帯 ⑨南米の不満 ⑩トルコ

※出典：財務省『令和２年度予算政府案』　日本総研『日本経済見通し（2019.12.24）』　週刊東洋経済『2020大予測』　日経ビジネス『2020徹底予測』

３Ｄプリンター 第３の選択肢

量子ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ 巨額資金集まり、アルゴリズム開発が進む

プラスチック 削減に挑む

全固体電池 全固体電池がいよいよ実用に

現場支援ﾛﾎﾞｯﾄ 着るだけで人間を「サイボーグ」に

５Ｇ 100倍のスピード、1000倍の容量

ＶＲ（仮想現実） 試合や公演を、その場にいるかのように味わう

生分解性 プラスチック削減と二酸化炭素

（前期比年率、％）
'18年度実績 '19年度予測 '20年度予測 '21年度予測

実質GDP 0.7 0.9 1.0 0.8
個人消費 0.4 0.4 0.4 0.8
住宅投資 ▲ 4.3 2.3 ▲ 1.6 ▲ 0.6
設備投資 3.5 2.3 1.7 1.8
在庫投資（寄与度） 0.1 ▲ 0.1 ▲ 0.0 0.0
政府消費 0.9 2.4 1.9 0.7
公共投資 ▲ 4.0 3.3 3.5 0.0
公的在庫（寄与度） ▲ 0.0 ▲ 0.0 0.0 0.0
輸　出 1.5 0.9 1.5 1.7
輸　入 2.1 0.8 1.4 1.9

国内民需（寄与度） 0.7 0.6 0.4 0.7
官公需（寄与度） ▲ 0.0 0.6 0.6 0.1
純輸出（寄与度） ▲ 0.1 ▲ 0.3 0.0 ▲ 0.0

債務拡大

世界 2.9 (▲0.1) 3.3 (▲0.1) 3.4 (▲0.2)

　日本 1.0 (0.1) 0.7 (0.2) 0.5 (0.0)

　米国 2.3 (▲0.1) 2.0 (▲0.1) 1.7 (0.0)

　ユーロ圏 1.2 (0.0) 1.3 (▲0.1) 1.4 (0.0)

　新興国 3.7 (▲0.2) 4.4 (▲0.2) 4.6 (▲0.2)

　アジア 5.6 (▲0.3) 5.8 (▲0.2) 5.9 (▲0.3)

　中国 6.1 (0.0) 6.0 (0.2) 5.8 (▲0.1)

　インド 4.8 (▲1.3) 5.8 (▲1.2) 6.5 (▲0.9)

　ブラジル 1.2 (0.3) 2.2 (0.2) 2.3 (▲0.1)

　ロシア 1.1 (0.0) 1.9 (0.0) 2.0 (0.0)

( )内は前回発表との差 2020.1.20 IMFより

2019年 2020年 2021年


